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1．はじめに 筆者らのグループはこれまでカプセル内視鏡

サイズのアンテナ設計を進めており，損失が大きい体内/体

外間の送受最大受信電力に関する評価を進めてきた [1, 2]．

一方で近年は錠剤サイズ，あるいは入れ歯サイズのアンテ

ナ開発が望まれている．本稿では，中空カプセル内に置か

れたダイポールアンテナの小形化手法について述べる． 

2．構造 液体は温度 18℃の純水とし，(FD)2TD 法を用い

て分散性を考慮し解析する．カプセルダイポールアンテナ

の構造を図 1 に示す．全長 l +2d+2 のダイポールアンテナ

を長さ L，幅 D の中空カプセル内に挿入している．ここで，

 はカプセル外部の純水に接触している部分長とする．  

3. 解析結果 モデル A. カプセル内視鏡モデル（L=30 mm, 

D=10 mm），モデル B. 錠剤モデル（L=8 mm, D=10 mm），

モデル C. 入れ歯モデル（L=30/60 mm, D=30 mm）の 3 種に

ついて，表 1 に示した構造を解析した．A-1 と A-2 は l+2d

が同程度であり同じ共振周波数 fr=1 GHz が得られたが，カ

プセル内部においてアンテナ長 l+2d を増加することで A-4

では fr が 0.76 GHz まで低下した．A-5 と B も l+2d が同じ

でありカプセル長 L が異なっているが同じ fr が得られてい

る．A よりも大きい入れ歯モデル C でも同様にカプセルサ

イズが異なっていても l+2dが同じ場合は同一の frが得られ

た．どのモデルも = 1 mm を与えており，僅かな露出長

を与えることで，l+2d の値が液中波長g=0/sqrt(r)に対し 1

波長共振が得られることを確認した．一例として，A-4: 内

視鏡モデル，B: 錠剤モデル，C-2: 入れ歯モデルの反射係

数の周波数特性を図 3 に示す．これらの結果から推察され

る動作原理として，カプセル表面の導電性媒質がカプセル

内部の導線と合わせてループを構成しているものと考えら

れる．なお，この微露出長は入れ歯に利用される金属を

利用でき，実用上問題ない手法と考えられる． 

4. まとめ 損失性液体中における微露出カプセルダイポ

ールアンテナを提案し，カプセル内部のダイポール長を増

加させて小型化できることを示した． 
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図 1 液中微露出カプセルダイポールアンテナの構造 

(純水：デバイ分散∞=4.9, s=81.5,=1.05e-11[s], [1]) 

 
図 2 構造パラメータと共振周波数及び反射係数 

 

 
図 3 反射係数の周波数特性 

（A-4: 内視鏡モデル，B: 錠剤モデル，C-2: 入れ歯モデル） 
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